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《第1回講演会》	「幕末の品川宿…お台場築造とアウトローたち」講演者　国立歴史民俗博物館名誉教授　高橋	敏氏

《第2回講演会》	「昭和40年代の品川宿…昭和の大変動に立ち向かった地元町会と

	 	 		品川教会元牧師・佐伯洋一郎の運動を知る」

	 	 講演者　元河原一郎設計事務所員・法政大学大学院エコ地域デザイン研究所講師　猪野	忍

	 	 品川宿史談会会員　横山	典弘　新実	正義

《第3回講演会》	「幕末維新の遊郭と宿場…吉原・品川・横浜」講演者　国立歴史民俗博物館教授　横山	百合子

第4回講演会は2018年1月21日（予定）。講演者は品川宿老舗畳店　宝暦十一年（1761年）創業。十九代・湊屋　加藤畳店主

成29年2月に発足した品川
宿史談会は予定通り4月、7

月、10月と開催されました。
品川宿の郷土史を深堀し、地域住
民および品川宿の宿場文化に関

心を寄せる人々との交流を進めて
行くと言う趣旨に沿って開催して
いますが、3回を通じ、品川区の
広い地域はもとより、目黒、杉並、
立川、墨田区など品川宿の街歩き

に来られた方々が関心を持って講
演会に参加されるなど、その広が
りは予想以上の感があります。講
演会のタイトルは下記の通りです。

講演会会場はあくまで品川宿内に
こだわり、町会会館や古民家の会
場で行われました。

品川宿史談会の知名度が開始間も
なくであり参加者の多少はありま
すが、繰り返し参加される方も増

えてきており、今後の活動に期待
しています。講演会の案内は「し
ながわすまいるネット」、品川宿

交流館、北品川「KAIDO	books＆
coffee」で行っています。　　
	 （品川宿史談会　新実正義）
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品川宿史談会の講演会が第３回まで実施される
＜品川宿アカデミア＞

たちのまちづくり協議会も、
地域の皆様と活動を始めて

から早いもので、もう丸30年を迎
えます。
この間、地元の各町会の皆様、商
店街の皆様、周辺企業の皆様、そ
してこの品川宿にお住いの皆様に
は、本当に様々な場面で多大な
ご協力を賜り、厚く御礼を申し上
げます。また品川区の高橋前区長、
濱野現区長をはじめ各部の皆様に
は、設立の当初から変わることの
ないご支援をいただいていており、
感謝の気持ちでいっぱいです。
今、品川宿には日本全国から「ま
ちづくり」の視察にお見えになる
方々があとを絶ちません。各地の
商店街、自治体、学生や専門の研
究者たちも、私たちの30年に及
ぶまちづくり活動には大変関心を
持っておられ、全国でも稀な「ま
ちづくりの成功例」として、高い
評価をいただいています。これも
ひとえに、これまで30年間私たち
を支えてくださった皆様のおかげ
に他なりません。
しかし思い返せば30年というのは
あっという間の出来事で、あの猛
烈な台風で中止に追い込まれた第
一回の宿場まつりや、三睦町会の

お神輿でジューネーヴ市中を渡御
したこと、各地の先進事例を学び
にみんなで旅をしたことなどなど
が、つい昨日のことのように思い
出されます。
そんな初期の活動の中でやはり忘
れられないのが、平成３年の『ま
ちの宝探しワークショップ』から
の流れで開催した『まちのお宝発
表イベント』です。この時に若手
のみんなが「このまちはよそのま
ちとは違う。変なまちだ。でもそ
の変なところこそが宝だ。どこに
でもあるようなまち、よそと同じ
ようなまちにはしたくない。」と言
い出し、自分たちのまちの宝物、
誇りを再認識したことが、今日ま
での活動の原点になりました。そ
して平成7年に発表した『まちづく
り計画書』で「百年後の子供たちに
祭りを伝える。それが品川宿のま
ちづくり。」と宣言し、みんなの気
持ちが一つにまとまったのです。
皆様もよくご存知の通り、今まち
には京急線の高架や品川駅南口の
再開発など、まちを根底から覆す
ような再開発計画が持ち込まれて
います。こんな時こそ「百年後の
子供たちに祭りを伝える」という
私たちの活動の原点に帰り、心を

一つにして、これからの10年、20
年、30年を見据えたまちづくりに
取り組みたいと思います。そして
そのために先ず、かつて設立間も
ない時期に諸先輩が、まだ20代、
30代だった私たちにまちづくりを
託してくださったように、この30
周年を機に、次代の品川宿を担う
若い世代にバトンタッチし、その
リーダーシップの下に尚一層の飛
躍を期したいと考えています。

文末となりましたが、設立時の混
沌とした時期を支えてくださった
今は亡き初代会長の佐藤武夫さん、
副会長の篠原慶司さん、そして事
務局長の篠原正勝さんに心からの
哀悼と感謝の気持ちを捧げたいと
思います。
本年もどうぞよろしくお願い申し
上げます。

（旧東海道品川宿周辺まちづくり
協議会	会長	堀江新三）
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江戸時代から変わらない、行き交う人たちの一期一会。さまざまなテーマを持った人たちのまちづくり活動が、今もなお品川宿で繰り広げられています。
まちづくり協議会の役割は、「まち」と「人」、「人」と「人」をつなぐ場づくり。それが月一度開催される「運営委員会」なのです。

「どなたも、ウェルカム！  どんな提案もオーケー！  すべてオープン！」それが私たちのモットーです！
そこには、想いを持った人たちの「やりたいこと」がたくさん集ってきます。仲間の「やりたい」想いをカタチするために、まちのみんなで応援します。

旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会＜活動のカタチ＞

毎月最終火曜（原則）21時〜品川宿交
流館にて「運営委員会」を開催し、ま
ち協運営委員メンバーを中心にどな
たでも参加できる会議を行い、設立
以来ずっと続く地元の商店、企業、
住民、外からやってくる方など世代
やテーマを超え交流が生まれている。
●運営委員会（月一）開催／賀詞交換

会（年一）／総会（年一）／経過報告
所作成／会員管理／会計業務

2009年1月にオープンした品川宿交
流館は、まち協が品川区より観光案
内所として運営委託を受けています。
●無料おやすみ処／観光施設　運営

／駄菓子屋またあした
●イベント、ワークショップ企画
●4階イベントスペース管理

●HP・Facebookの運営／品川宿かわ
ら版（不定期）制作・発行／メルマ
ガ「品宿まち協通信」配信

●取材・視察対応／その他まちづく
り活動に関わる相談

●景観アドバイザー
●品川駅南地区再開発

●宿場まつり
●NPO	歴史の道	東海道宿駅会議
●東海道シンポジウム　ブロック会議
●つなぐプロジェクト（街道松、桜、

石畳、まち並み、灯り）
●地域間交流イベント企画・運営

まち協バイブルとして平成7年作成
の「東海道品川宿まちづくり計画書」。
次世代のために新たな計画書づくり
がはじまっている。

●しながわ運河まつり
●目黒川で泳ぎ隊／目黒川桟橋・勝

島運河桟橋／勝島運河倶楽部
●天王洲エリア交流

●東海道品川宿FC（小中学生、社会
人の競技フットサル）

●FC品川サッカースクール（協力：
中学校体育連盟品川支部、（財）六
行会、品川区少年サッカー連盟等）

●品川区立鈴ヶ森中学校サッカー部
への外部指導者としての協力

●パトロールマラソン

●法政大大学院デザインスタジオ	
作品発表会

●まちゼミ　●品川宿史談会
●地元ディスカバリーツアー／空

き家空き店舗視察／まちの学校・
ワークショップ

●品川宿交流館「職場体験」受け入れ
●城南第二小学校・台場小学校「ま

ち歩き」／品川学園（自治委員会）
など各学校の取り組み

●品川宿小学校六校対抗「東海道駅
伝・マラソン」

まちづくりはみんなでたのしく！　どんな提案もオッケー、どなたでもウェルカ
ム、すべてオープンです。品川宿では今日もどこかで何だか楽しそうなこと
が動いています。お預かりした会費は各プロジェクトの運営費としています。

1. 広報活動（会報「みこしだこ」、「品川宿かわら版」の発行、HP・FB運用など）
2. 交流館運営（来宿者へのおもてなし、地域活動・イベント受入など）
3. サポート事業（区内学校支援、伝統文化実演、まちゼミ、サッカースクールなど）
4. 地域事業の主催・共催・協力（しながわ宿場まつり、しながわ運河まつり、品川浦・

天王洲運河ルネッサンス協議会、史談会、キッズハロウィンパレードなど他多数）
5. 応援プロジェクト（しながわ福祉住宅ネット、品川人力車、ゲストハウス品川宿な

ど他多数）
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一度遊びにいらしてください。
ご連絡お待ちしています！
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組織運営

水辺プロジェクト

品川宿アカデミア構想

品川宿交流館運営

まちの広報部

まち並み整備プロジェクト

交流事業

新版まちづくり計画書
プロジェクト

しながわっこプロジェクト

東海道品川宿
スポーツタウン・プロジェクト

新年挨拶
設立30周年を迎えて
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2017年9月30日〜10月1日「しながわ・
おおた水辺の観光フェスタ」を品川
区・大田区で6ヵ所同時イベントを
開催いたしました。品川区は天王洲
キャナルフェス2017秋（天王洲会場）、
RIPARIAN　FESTA～秋の運河花火ま
つり～（東品川海上公園会場）、勝島
秋のカナルフェス（勝島運河会場）、
八潮ナイアガラ（八潮会場）の4ヵ所
開催。
大田区はふる浜ビーチフェス（ふるさ
との浜会場）、羽田天空フェス（天空
橋会場）の２ヵ所開催。去年のエレ
クトリカルボートパレードより18隻
増やしたイルミネーション船で大田・
品川のイベント会場を無料の船でつ
なげ、水辺を通した2つの区が連携

したフェスとなりました。また、陸
上ではアートカーが大田・品川をパ
レードし賑わいを出しました。
海上公園では「春の運河まつり」の約
10倍となる2000発の花火大会を行
い、天王洲会場ではマルシェ・船上
カフェ・ステージ・野外映画、勝島
運河会場では品川・大田対抗や小学
校対抗Eボートレース、八潮会場で
はかもめ橋にてナイアガラ花火や熱
気球体験搭乗を行い、天候も良く各
会場ともに大盛況で終わることが出
来ました。
大田区のふる浜ではビーチスポーツ
やステージ、花火大会など、天空橋
では漁師めしなどの羽田グルメ、羽
田伝統芸能など各会場行い盛り上が

りました。
2020年オリンピック・パラリンピッ
クに向け、品川区、大田区ともに水
辺環境の活用は大きな可能性を有
しています。今後も継続して開催し、
地域振興につながる観光の一つとな
るイベントになることを願っていま
す。	 （なぎさの会　大澤 淳）

旧東海道品川宿の商店街に景観を
兼ねた取り組みとして2014年から

「灯篭プロジェクト」が始動しました。
同年10月には新馬場商店街で「親子
で作ろう！軒あんどん」を地元商店
街の協力で開催。2015年には「しな
がわ宿場まつり」で街に灯篭を飾る
ことについてのアンケートを取りな
がら試作品を展示しました。
そして、2016年には灯篭プロジェ
クトをさらに進めるべく地元の旧東

海道品川宿周辺まちづくり協議会メ
ンバーや景観アドバイザー、小学校
の校長先生が参加して次年度の計画
を含めた集会を数回実施の運びとな
りました。
2017年9月、城南第二小学校3年生の
授業に手作り灯篭（灯りの授業を兼
ねる）の工作が採用され、子供たちが
つくった色とりどりの灯篭が旧東海
道品川宿「松の広場」を明るく灯しま
した。また「しながわ宿場まつり」で
は旧東海道品川宿商店街の路地裏で、

「しながわ運河まつり」では会場内の
東屋にて展示を実施し、多くの方々
の目を楽しませてくれました。
次年度は城南第二小学校80周年に
あわせて３年生から６年生まで製作
展示予定です。
	 （東京サラヤ　小野文義）

気づけば２年を迎えた＜わいわい晩
ごはん＞。はじまりは「大きな一つ
の食卓」と「お母さんがサボれる」場
づくりでした。そして人の「力」を借
りることで「力まず」始めてみること。
交流館では主食と汁物を準備するの
ですが、おかずは参加される方から
のほんのちょっとの「お裾分け」次第。
ご飯とお味噌汁しかない日もありな
がら、回を増すごとに食卓はどんど
ん大きくなり、現在では子どもから
大人まで60名前後が集うごはん会
に膨れ上がり、毎回、炊飯が追いつ
かない事態（笑）。大人参加者からの
活動賛同費を活用し、20合炊きの
ガス炊飯器を購入したのは春のこと。
この場を借りて皆さんに御礼申し上
げます！最近では調理手伝いや大量
のおかず提供など力強いサポーター
の方も増え、とても安定した環境の
中で＜わいわい晩ごはん＞を取り組
んでいます。さらなるサポーターと
して、昔、犬猫寺と呼ばれていた北
品川2丁目にある本照寺さんより「是

非ともお寺を活用してください」と
いうお言葉をいただき、7月と9月に
念願だった夜空の下でのびのびと食
卓を囲むごはん会も開催することが
できました。大勢の中で食べるごは
んは格別。食が細かったり、好き嫌
いの激しいお子さんを持つお母さん
たちが、我が子の食いっぷりに目を
丸くしている姿を見ては大きな食卓
のパワーを感じています。
	 （品川宿交流館　和田）

11月3日（金祝）～4日（土）の2日間、滋賀県草津市で「東海道草津宿シンポジウム」が開催されました。本イベントは、年1回開
催、東海道の各宿場が持ち回りで担当し、講演会等を実施しています。街道観光の発展や宿場町の景観を維持していくた
めに、宿場間の交流、情報交換とおして絆を深めることを目的としています。
品川宿からは、堀江会長他10名が参加しました。シンポジウムでは、最近テレビの出演も多い、歴史作家・歴史研究家の
河合敦氏による「世界一行きたい江戸の旅～宿場と街道のおもしろ日本史～」が公演され、訪れた各宿場の皆さんは熱心に
聞いていました。また当日18時から「草津街あかり」が同時開催、草津宿周辺が明るく鮮やかにライトアップされ、史跡草津
宿本陣が無料開放されるなど、草津宿の歴史に触れることができました。	 （大森直人）

11月3日文化の日、今年も東海道三島宿で行われた「三島宿場まつり」に参加して参りました。藤森海苔店“しながわ海苔”を
目当てに11時のオープンから多くのお客さんが品川宿のブースへ。中には一年分をご購入！なんて方もチラリホラリと。こ
れまで毎年出店している積み重ねで三島の人達にも“しながわ海苔”が周知されてきているようです。売り上げはともかく、
年々楽しみが増えていくような三島宿との交流でした。	 （井上明裕）

11月5日（日）交流館前を朝７時に出発し、第24回大磯宿場まつりに参加しました。神奈川宿、小田原宿らとともに「諸国街
道名産市」としてブースを出展し、会場を盛り上げてまいりました。品川宿ブースは現地の人にもお馴染みの「藤森海苔店」
が出展、焼きのり、ふりかけ、葉唐辛子など品揃えが豊富なのです。売り子は40～70代の男だけにも関わらず、開始から、
終了時間の15時まで、お客様が途切れることなく大盛況でした。当日は天気にも恵まれましたが、立派な松の木と民家が
立ち並び、古き良き時代の賑わいを感じさせる大磯宿の宿場まつりでありました。	 （大森直人）

9月2日土曜日、城南第二小学校と台
場小学校の3年生を対象に“まち歩き”
を実施しました。この“まち歩き”は
学校の市民科授業として行われるも

ので、城南第二は今年で5回目、台
場は2回目となります。当日お手伝い
のスタッフは保護者の方を含めると
約60名、旧目黒川と旧海岸線を昔の
写真と見比べながら約1時間30分の
コースを巡ります。前日の雨で多少
のコース変更などありましたが、事
故無く無事終了いたしました。“継続
は力なり”。今後もじっくり継続して
いきたいと思いますので、引き続き
ご協力の程、宜しくお願いいたします。
	 （井上明裕）

昨年の第1回まち協講座「日本最初の
ＴＶコマーシャル」に続き第2回まち
協講座を8月24日交流館1階で、地
元南品川在住の海老原昌子をお招き
して「歌舞伎で巡る東海道品川宿」を
映像も交えてお話しいただきました。
遊郭島崎楼が舞台になった「め組の
喧嘩」で品川の海が見渡せる座敷は、
土蔵相模からの景色だったり「一本
刀土俵入り」の酌婦お蔦さんのモデ
ルは山手通り角にあった沢岡楼のお

たかさんだったり、近所なのに知ら
ない事がいっぱいでした。	（伊東 進）

第27回目となる秋の「しながわ宿場ま
つり」。品川区最大の来場者数ともい
われ、9月23、24日に開催されました。
両日ともに晴天の下、おいらん道中、
江戸風俗行列、交通安全パレードと
いった例年の大盛況イベントに、今
年は新たに古典遊戯で遊べる「和文化
プレイスポット」が加わりました。投
扇興、東八拳、ごいた、手本引きの
ラインナップ。茶道・華道体験や邦
楽演奏会と合わせて約320が和文化
プレイスポットに参加してくれました。

とくに投扇興と手本引きは大人気で
行列ができるほど。皆様どうも有難
うございました。	 （岸田 洋明）

品川宿一帯で、前例のない“ドキュメ
ンタリーのフェス”を開きました。会
場は本照寺、KAIDO Books & Coffee、
レンタルスペース松本、品川健康セ
ンター、一龍屋台村の5か所。来場
者は2日間で延べ500人。珍しい映画
の上映や、テーマをもって世界中を
巡った旅人の異色トーク、そして自
分の活動や人生をドキュメンタリー
として表現する「登壇ライブ」など、
多様な“ヒト”と社会をつなぐ実験的
なイベントです。ミュージシャンや

絵本作家、起業家から元マフィアま
で、多彩な人が品川に集結。お陰様
で大成功でした！	 （米本 直樹）

10月20日（金）「スポーツを通じての
ゆたかな暮らしづくり、まちづくり」
というテーマのもと、東海道品川宿
FCの取り組みを中心に、監督の松
村、コーチの竹中（＝マツタケコン
ビ）による、サッカーフットサル活
動の報告会を開催しました。（共催：
スポーツ文化研究会NPO法人サロン
2002）
　スポーツをやりたくてもプレイす
る場所がない、顧問の先生が異動し
てしまった、練習が少ないなど、ス
ポーツライフの壁に直面している子
どもたち（特に中学生）を「スポーツ
難民」と名付け、今後、東海道品川
宿FCとして、さまざまな課題を解決
できる（選択肢を示す）存在になるこ
とを宣言しました！
　9月24日（日）品川学園、東海中、

八潮学園、荏原一中などのメンバー
で構成されている「東海道品川宿FC　
U15」が、第23回全日本ユース（U15）
フットサル大会東京都予選にて、ベ
スト８の成績を収めました。ベスト
４をかけた準々決勝では、強豪の東
京ヴェルディU15と対戦し、接戦の
末、2-3で敗れました。悔しさをバ
ネに、しながわっこたちが、たくま
しく成長しています！	 （竹中茂雄）

品川駅を中心とした大きな開発の波
は、7年前に南推進協（品川駅南地域
の未来を創る推進協議会）立ち上げの
きっかけとなった。しかし地元の方々
の二つの大きな目標であったリニア
新幹線南口、都営住宅と都バス車庫
のまちづくりがともに望みが無くなっ
た今も、南推進協は着々と再開発の
方向を目指している。
まちの構造を変えてみこしだこの文
化は残せるのだろうか？11月末の運営
委員会でも、あらたに葉子さんから「日
本橋を出て最初にたどり着く東海道
らしさが品川宿の八ツ山、日本の財
産ですよ」と。
3か月前シャネル社長リシャール･コラ
ス氏の「日本の建築の矛盾」という講
演を聞いた。私の話はいつも受け売
りだけど喋らずにいられなくなった。
シャネルと言ってオジサン達が思い

出すのはあのマリリン･モンローが眠
るときにベッドの中で唯一まとってい
たNo.5という香水。コラス氏はシャネ
ルの社長を現在まで20年以上つとめ、
鎌倉の古い家屋を改修しながら住み
続けている（奥様は日本人らしい）。冗
談を交えた上手な日本語でのほぼ2
時間は飽きることが無かった。最も
興味深かった話は銀座松坂屋跡にG6

（GINZA SIX）が出来るまでの話。
跡地の開発は当初190m! の超高層複
合ビル、彼が言うには「銀座ヒルズ」
が出来る寸前だった。ディベロッパー
との勉強会でコラス氏は、ヒルズの
ような集約施設では歴史ある銀ブラ
文化は無くなる、計画を見直すべき
だと発言を続けたが、銀座の老舗の
旦那衆達は超高層案に対し「良いと思
うわ」「やりましょう」「文句なし」と賛
成態度。しかしコラス氏と二人きりに

なると皆「本当はやりたくない」「今の
ままがいい」「何とか止めて欲しい」と
本音を明かした。
超高層案を最終的にひっくり返した
彼のプレゼンテーションは秀逸なも
のだった。
およそ百年の歴史あるNo.5のボトル
デザインは世の中の流行や状況でわ
ずかなマイナーチェンジ（特に蓋のデ
ザインについて）はして来たが「ボトル
が変わった」と感じる様な変更はした
ことが無い。それはシャネルの文化・
歴史をかたくなに守る為だし、我々は
その上に立っていることが誇りであり
全てであるから。彼は超高層案の建
物を真似たガラスボトルにNo.5を入
れ「シャネルがこうなったらどう思い
ますか? 銀座も同じじゃないですか?」
と問いかけたという。
その後いわゆる「銀座ルール（56ｍの

高さ制限）」が生まれる。講演の締め
くくりに、ラスト･シビライズド･カン
トリー（最後の文明国）は日本ですよと
褒め称えたうえで、「まちの歴史に関
わる築地問題や国立競技場の問題に
何故日本人は声を挙げないの? むしろ
外国人が声を大にしているよ」これに
対し聴衆のひとりが「日本人は‘和’が
大事、揉め事嫌い、外国人を利用し
ているんだ」と発言。コラス氏は「日本
人のそういう性格は十分承知してい
る。私のような外国人を是非利用し
てください」と応えた。
考えてみれば私も品
川に来てたかだか30
年ちょっと、このまち
では外国人みたいな
もんだ。喋った方が
良いと思った。	

（長谷山 純）

RIPARIAN FESTA～秋の運河花火まつり～（しながわ・おおた水辺の観光フェスタ）
＜水辺プロジェクト＞

灯篭プロジェクト
＜まち並み整備プロジェクト＞

わいわい晩ごはん＠品川宿交流館＆夏の本照寺
＜品川宿交流館運営＞

◆東海道草津宿シンポジウム

◆三島宿場まつり

◆大磯宿場まつり

まち歩き　＜しながわっこプロジェクト＞

まち協講座　＜品川宿アカデミア＞ 和文化プレイスポット 第一回ドキュ・メメント映画祭

東海道品川宿FC
＜東海道品川宿スポーツタウン・プロジェクト＞

シャネルと銀ブラ、まちの構造とみこしだこ　＜景観まちづくり＞

夜の東海道を照らし、まちの安全を
守る街灯。その街灯の明かりを管理
するために、街灯会が商店や地域住
民さんより街灯会費をいただき、電
気代、祭事の提灯つけ、盆踊りの出
店など地域活動参加などにも活用し
ています。
そんな街灯会についての活動や存在

を伝える機会がないため、交流館の
ある品川橋街灯会の会長を務める＜
品川菓匠 孝匠＞田中さんの「街灯会
でフェスやりたい！」という発声で、
日曜日の通行止めとなる時間帯を利
用し、流しそうめんをメインにかき
氷や綿菓子、昭和歌謡（＠コワーキ
ングスペース「うなぎのねどこ」）な

どを行うイベントを開催しました。
お天気にも恵まれ、大人たちが昭和
歌謡を楽しむ周りで、子供たちが大
騒ぎで流れてくるそうめんを頬張り、
賑やかで素敵な夏の道あそびとなり
ました。	 （品川宿交流館　和田）

＜夏フェス＞品川橋街灯会・北品川商店街協同組合　＜品川宿交流館運営＞

交 流 事 業

バカラ製のボトル


